

















































































































































成で､第1 ･ 2章では研究の問題意識と方法､及び対象とする事例の背景を述べている｡第3 ･ 4 ･
5章では､各々イノベーターの視点､技術の視点､及び多元的競争の視点から動態的な変化を検討
している｡そして最後の第6 ･ 7章では､事例分析から導出した｢三項対立的分析フレームワーク｣
及び論文の結論と課題を述べている｡
まず第1章では､イノベーション創生の主たる課題は､新技術が必ずしも競争力につながらない
ことにあることを指摘し､次いで既存のイノベーション研究のレビューを通して､この課題を解明
するための分析フレームワークを構築している｡第2章では､本論文で事例として取り上げる
oLED産業の近況を概観し､その技術原理､特徴及び技術的ポテンシャルを分析している｡
続く第3章では､ OLEDのイノベーター的存在であった東北パイオニアの事業化の事例を取り
上げ､同社がなぜイノベーターとしての事業上の成果を享受できなかったのかを競争力学の変化に
焦点を当て明らかにしている｡ここでは特に既存市場の競争劣位企業がはたす役割が強調されてい
る｡第4章では､ ｢技術トラジェクトリー･シフト｣という概念が提起され､ OLEDのたどる技術
トラジェクトリーが､競合技術である液晶ディスプレイ(LCD)に歩み寄ることでOLEDの大幅
な改善が短期間のうちに実現された反面で､ OLEDの技術進化が次第にLCDのインフラに依存す
るようになり､そこにロックインされたことを指摘している｡第5章ではこうしたOLEDのイノ
ベーション創生をめぐる多元的競争構造とイノベーションの進展との関係を主要企業5社の取り組
みに焦点を当て分析している｡そしてその分析から多元的競争が必ずしもイノベーション創生を加
速させるとは限らず､逆にその進展のスピードを遅くさせる可能性があることが主張される｡
最後に第6章では､上記の事例を通して明らかとなった多元的競争を解明するツールとして｢三
項対立的分析フレームワーク｣を提示し､三者間の競争の関係性が､イノベーションの撹乱､誘発､
破壊のメカニズムとどのように関連しているのかを明らかにしている｡
本論文では先行するイノベーション研究の成果と限界をレビューを通して明らかにしたうえで､
特に近年のOLEDのイノベーション創生の極めて詳細かつ厳密な実証研究を行っており､その成
果は十分に評価に値する内容となっている｡データの収集やその加工及び解釈､あるいはインタビュー
には膨大な時間を費し､その努力は論文の成果に見事に結実しているといえる｡もっとも本論文の
キー概念である｢技術トラジェクトリー･シフト｣につい,Tは､必ずしも厳密な定義がなされてい
ないため､この現象がイノベーション創生全般にとって､どこまで一般性を持ちうるのかに関して
は､課題も残されている｡とはいえ､本論文は博士(経営学)の学位を授与するのにふさわしい内
容と判断されるものであり､審査結果は｢合格｣とする｡
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